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地質二竺一スN皿15窟(醐7)に“雪の新潟矢津地すべ

りを測る".として第三紀層堆積砦地帯の地すべりの

変動量を精密に求めるため精密三角測量の等法をもっ

て測定する基準測台と移動標識点を構築してそのコン

クリｰト柱の定着後積雪下において第一回の観測を実

施した状況を気象条件のおよぼす驚響等について紹介

したがそσ翌年5月に第二回の観測を実施して異な

る気象下における精密観測精度の比較と至同属の測地

的変動量を得た.当初第3回篤四回の観測計歯があ

り白昼夜間と気象条件の変わった時期の観測結果から

白昼時観測の精度向上に対する選定要件を明らかぽする

ことと移動量の傾向から同地区の処すべり運動機構

研究の欝料とする予定であった淋継続観測か中止した

ので残念である淋第二回観測緕果の概要を記す｡

新潟矢津

地すべりを測る

岩.崎一雄

尾市大宰北荷頃の荷頃中学校を中心とした東西に500

m南北に200鰍余の局部地域に著しい現象が表われて

いる新潟県下に点在する局地的な地すべりの一つであ

みこの地域ぽ潟け篭地すべりは昭和3?年遂月融雪

時に架然起こり亀裂断層を生じ被害を蒙った萢各種の

防止工事が施工されたが移動は続き38年近月にまたも

活発な現象を起こし現在までなお続いている.昭和40

年にこの地すべりの研究が開始されその一環として

地盤変動量を粍位の精密度をもって測定して安定静止

しているかどのように動いているかを明らかにするた

め一一等三角測量方式に準ずる精密三食測量の手法をも

って実施した｡地すべり区域を爽んで矢津川か酉渓谷

から東に流下しその着岸山地が地すべりの対象となっ

ており左岸西北部か安定しているものと推定されている.

地すべり地域と測定の規模と状況

矢津地すべりは北緯37.27'東経閉協'新潟県栃

変動量表示図の左岸(1)

測台と一有岸(毎)(5)(6)
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尺をもって検定時の条件に合致するよう測っ

た咀

水平掬親潮には棚=鵬篶経緯儀を用い

稀観測激ばつ花曲錦一回観測時は積雪

の弗で雲窒の曇天恐気温もポ～ポで夜間

観測績似だ澄ん想標的像を観測する蔓肋婁で,

き湖婁錦二醐獺月の晴釆漕経緯犠側紀完

全な観測幕を馬い標醐㌶闘陰の設備蜜穣

海変免て実施し花淋視準線空聞の爽陽熱の

影響は慈はられながっ危古ζの種規模の精

密水平偽観測に封じて晴夜の気流の安篤じ

た帥ご行なうこあが最良の成果が碍蜜れ葛察

を実証した咀しかし処すべり地の穣想熔

より移動量のはげしい地域では粍位の精度

を必要としない,このような地域では白昼観測によ

った方がすべて終有利であ蕃,観潮視準線紀海川を突

ん悠揚含水流面からの上昇気碗の霧響は本観測では特

藍繊測定装蟹と類1腱

基準劇こお1泌観測畿傭

額幟徽狐鴛篶

爽譲地すべりの中心地荷頃中学

校裏山

衆漆川愛爽んで宥濠帝学校を三掲繍

薮綴簸響輿煮側が崖瀞寮殖地�
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鰯棚織を標的の尊心織艦禽激鰯泳離異

は表われなかった出前回の積雲弗の鰯渕精度差蛇較し

て第二回観測結果の方淡観測差が大きく出ている,ヒ

れは温度影響によるものと判定せられる｡この原顕の

一番大きいものとして経緯儀の金属体の熱膨張によるも

のであること観測幕で測台をお粘ってあっても大陽照

射側と裏側では微妙な変化が秒以下を論定する精密測

機であればあるほど影響があるこ&が気泡褒化に出て

くる.観測視準空間の空気の動きも寒冷期盗り巖響

が大きい.経緯儀による間接高低観測は白墨鰯測1は

るものが常数差が大きく出るが計算緕果紀対しては大

差カミない.これは夜間の上下折光養より自盤の方が安

定していたものと考えられる.仮不動,歳とし花原劇五)

号は前回観測時期の現状と付近滋ンクリｰト繁造物の変

化のない外部観察から当地域の局地不軌叙として適当

であったと思われる.不動方向,叙(2)号に対する変動験

驚擦約⑳費藤激傭の一懸

解明が得られると思われるが観測中止のため残念であ

る､変動点9hijkの5点は今回増設した

ものでしたがって変動鐙は算陶されない.錦五表の

成果を地表変動図として図示し花変動傾筒は想いたい

は最大僚斜方商紀筒かりている単純な地すべりで変動

貿標,煮の変動は資該ンクリｰト柱の債を測定して

地表を地表下五.鱒の変動の状況を検討している｡当

地すべりの移動遠度は大きく螂驚間ぽ批餓から14㎝

紀潟よんでいる､これは夏簿当り平均最少O.鯛狙1〕ユ

最大｡｡§晦狐に達する古測定時期間の精密変動量か求

められてもこの運動梯融雪時の前には静止していて

雪解を共に動くお推薦巷れてもその予知胡康の変化

徴候の連続記録装置の結果をあわ妓検討する必要がある.

簑独搬3狐鰍を変動の少ないダふの花勅みや箱根

の火山性地すべり等紀おいては一等三角方武紀準ずる

精密三角の事法ぽよらねばならない秘移動の大きい地

すべりに対しては測定の迅遼陛と経済性を誇免て測負

もWILDT萎紀集滋し一爽角紀対し側饒秒肉外の負

誤差カミあっ花当じでも一迦の畏窓秘300滋余⑳場合

その測煮設麓紀園型を十分誇慮をすれば座標紀抽よぼ

す誤差はヱ晦搬余で求められるであるう由蜜花光波

長をもって直擦辺畏を測定するジオジメｰ考一を用い

ても10皿鰍余の確率度は傷られるであろ簑､

この観測計画湯坤止され恋花め一回の精密変動成果

のみをもってζゆ地域の運動機構を究窮する欝料とし

ては不昆であるがごの測地成果を検討して地すべり地

測定方法についての技術開発を進める｡

本文は第一回変動繕果の槻要を紹介したものである.

(撃剤嚢按術部地形課)�
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策1表測地成果変動蚤表
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手032.0迅3遂≒ト03婁.⑪96遂
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